
- 1 -

平成２４年度末 徳島県立阿波高等学校 学校評価(1/3)

担 具体的 数 値 目 標

重 点 課 題 評価項目 評 価 指 標 評価 評価サイクルの検証 学校関係者の意見 次年度への課題と今後の改善方策

当 数 値 Ｄ Ｃ Ｂ Ａ Ｓ

１１１１ 学校運営学校運営学校運営学校運営のののの充実充実充実充実 渉 PTA総会への参加率が 40％以 11 31 41 総会への参加率は昨年に比 PTA 総会への保護者の参加 ＰＴＡ総会や各種行事についてメール

PTA・ 同 窓 会 上 Ｂ 37％ ～ 10 56 ％ べて３％増加した。 については，ホームページ等有 配信により連絡し，保護者との連携強化

と円滑な連携を 外 ～ 30 ～ 40 ～ 55 ～ 効に活用して保護者に連絡事項 を図る。

①校内各組織の連携を 図る。 を伝え，参加率の向上を図って

強化して機能的な運営 欲しい。

を図り，よりよい学校 進路保護者会への参加率が 45 進路保護者会への出席者数 メール配信やホームページを活用して

づくりに努める。 進 ％以上 Ｂ ４２％ ～ 24 25 40 50 65 ％ は１年が 69 名，２年が 84 進路保護者会への参加を呼びかける。ま

②家庭や地域，同窓会 ～ 39 ～ 49 ～ 64 ～ 名，３年が 112名だった。 た，各学年別日程で実施し，進路保護者

との連携を図り，地域 路 会終了後，担任との面談の時間を設ける

に信頼される学校づく などして，より魅力的な保護者会になる

りに努める。 よう努める。

③創立 90 周年記念事 ホームページ更新ができる教職 更新者の表示をより現実に ホームページ内容については，特にﾋﾞｼﾞ

業に向け，具体的な取 学校の情報を詳 員の割合が 80％以上 ～ 49 50 75 85 90 ％ 即したものに変更するなど改 ｭｱﾙ面の充実をめざし，閲覧者に有用で

組を推進する。 しく早く発信す 情 Ｂ 約 80% ～ 74 ～ 84 ～ 89 ～ 善を進めたが，目標数値程度 再訪を促すような内容を検討したい。

る。 報 にとどまった。 職員へは年度初めの適当な時期に資料

・ を配布すると共に講習会を開催し，更新

視 作業内容の確認を行う。

聴 また，連絡メールとホームページの相

覚 互活用方法などの研究を行う。

各部活・同好会の年間更新回数 11 31 41 年間更新回数 2 回以上の部 今年度途中より各部名義で記入できる

２回以上が 40％以上 ～ 10 56 ％ 活は 37.5 ％。全体の平均年 ようにシステムの改変を行ったが，有効

Ｂ 38％ ～ 30 ～ 40 ～ 55 ～ 間更新回数は 1.75回。 に活用されていない。次年度は適当な時

最多更新は 9 回，最少は 0 期に資料配布並びに講習会を開催し，顧

回。部活間の記入の有無が大 問への周知徹底と書き込みの呼びかけを

きい。 強化する。

地域別学校説明会（３会場で実 昨年度より参加者は 13 名 申し込み方法を簡素化する効果は大き

中学校・保護者 施）への出席者数 80名以上（昨 Ａ 84名 ～ 60 61 71 81 9 1 名 増加した。近隣の中学校に申 いと思われるので，さらに方法の改善を

・地域との連携 教 年：71名） ～ 70 ～ 80 ～ 90 ～ し込み用紙を持参し，取りま 図りたい。また，説明会の内容について

を取り，阿波高 とめをお願いしたことが効を も，質疑応答がさらに活発化するように

校のアピールに 奏したと思われる。 工夫していきたい。

に努め，入学希 務

望者の増加を図 中学生体験入学（８月に本校で 311 331 351 昨年度より中学生の参加者 中学生体験入学については， 昨年度から午前・午後の２部制で行い，

る。 実施）の中学生参加者数 350 Ａ 368名 ～ 310 371 名 が 40 名の増加をみた。中学 ２部に分けて多数の希望生徒が 日程が中学校の先生から好評価をいただ

名以上（昨年：328名） ～ 330 ～ 350 ～ 370 ～ 校への広報依頼（ポスター掲 参加できるように工夫するなど いたので踏襲したが，体験授業・部活動

示等）などにより，ある程度 大変よく努力しており好結果を 見学メニューについては不満とするアン

参加への動機付けが図れたと 出している。 ケート結果も若干あったので，授業内容

思われる。 の見直し・部活動に体験メニューを取り

入れるなど，さらなる内容の充実が課題

とされる。

２２２２ 人権教育人権教育人権教育人権教育のののの推進推進推進推進 「人権ホームルームや映画会・ 昨年度の数値 66%と比べて 人権行事・活動の項目や内容の見直し

①あらゆる機会を捉え 人権意識の高揚 人 意見発表会，講演会など人権に Ｃ 65% ～ 59 60 70 80 90 ％ 僅かではあるが人権意識が高 を行う。そのために課会議や委員会など

て人権尊重の精神の涵 を図る。 関する活動を通じて，人権意識 ～ 69 ～ 79 ～ 89 ～ まったと思う生徒の割合が低 を活用する。

養を図る。 権 が高まった」と思う生徒の割合 下した。 また，事後指導の結果の活用や生徒の

が 70％以上 活動・表彰の周知が不十分なので，積極

②差別を見逃さない人 的に活用・周知する方法を考える。

権感覚と自他を大切に

する態度の育成を図る。

３３３３ 学習指導学習指導学習指導学習指導のののの改善改善改善改善とととと 研究授業や研究 職 研究授業・協議を６教科以上で 昨年に比べ教科数を増やし 授業評価では，「わかりやすい」 ６月，７月，９月の三ヶ月間で終える

確確確確かなかなかなかな学力学力学力学力のののの向上向上向上向上 協議，公開授業 員 実施する。 Ａ ７ ～３ 4，5 ６ ７ ８ 教 たが，当初の予定通り実施で では 54 ％だが，「おおむねわ 予定だったが，学校行事やその他個人的

①校内研修の充実や研 を実施する。 研 科～ きた。 かりやすい」と答えた生徒を入 な仕事の絡みがあり，２月一杯までかか

究授業により，教員の 修 れると 80 ％を超えており，先 り全部終了した。

指導スキルの向上に努 生方はよく頑張っている。

める。
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平成２４年度末 徳島県立阿波高等学校 学校評価(2/3)

担 具体的 数 値 目 標

重 点 課 題 評価項目 評 価 指 標 評価 評価サイクルの検証 学校関係者の意見 次年度への課題と今後の改善方策

当 数 値 Ｄ Ｃ Ｂ Ａ Ｓ

職 授業評価で説明がわかりやすい 55 60 66 昨年度より約 5%上昇した 今後は，さらに生徒の学力が 授業が重要な教育活動であるとしっか

②生徒の学習意欲を喚 と答える生徒の割合が 60 ％以 Ｄ 54.0% ～ 54 71 ％ が数値目標には届かなかっ 伸びるように効果的な授業の工 り認識して日々の授業に取り組む必要が

起するとともに，家庭 員 上 ～ 59 ～ 65 ～ 70 ～ た。比較的わかりやすい生徒 夫をお願いしたい。また，生徒 ある。そのためにも，評価の結果を受け

での学習習慣の確立を が，30%いるので，あとひと の苦手な教科・科目や分野が克 止め，自らの授業の課題を把握し，その

図る。 研 工夫すれば数値目標を上回 服できるような指導をお願いす 改善に努めなければならない。

る。 るとともに，分かりやすい授業

修 をお願いしたい。

ICT を 活用す ICT 利用授業を実施した教職 40 60 71 ICT の活用はわかる授業を ＮＨＫ学校放送，特に動画クリップの

る授業を研修・ 情 員の割合が 60％以上 ～ 39 90 ％ 実現するための手段である。 活用を活性化させるために，研修会の開

実施する。 報 Ｄ 約 30% ～ 59 ～ 70 ～ 89 ～ ％にとらわれ過ぎることは 催など方策を考えたい。

・ ないが，あとひと手間をかけ また，より客観的な数値を得る検証方

視 て積極的に利用して欲しい。 法を検討したい。

聴

覚 ICT 活用に関する校内研修会 放送教育研究会ならびにＮ 年間計画を具体的に作成し，教員全体

を行う。 Ｃ １回 ０ １ ２ ３ ４ 回 ＨＫ学校放送の紹介にとどま の ICT 活用に向けた意識向上に努めた

～ る。 い。

家庭学習時間の 0.6 1.6 2.6 3.6時 １学年の平均は 1.71時間， 今後も引き続き家庭での学習状況の把

確保を図る。 １年の家庭学習時間が 2.0時間 Ｂ 1 . 7 時 ～ 0.5 ２学年は 1.94 時間，３学年 握に努める。学習状況や生活習慣の改善

以上 間 ～ 1.5 ～ 2.5 ～ 3.5 間～ は 2.7 時間となり，各学年と の必要がある生徒については進路課で状

進 もに目標時間を下回った。 況を把握し，個別面談を実施する。

1.9時 1.1 2.1 3.1 3.6時

路 ２年の家庭学習時間が 2.5時間 Ｃ ～ 1.0
以上 間 ～ 2.0 ～ 3.0 ～ 3.5 間 ～

1.1 2.6 3.6 4.6時

３年の家庭学習時間が 3.0時間 Ｂ 2.7時 ～ 1.0
以上 間 ～ 2.5 ～ 3.5 ～ 4.5 間～

読書活動の充実 図 図書館からの貸出冊数が１人当 5.6 6.6 7.6 １年生の貸出冊数が前年の 教職員，生徒が本との距離を短くする

を図る。 たり７冊以上(４月～１月） Ｄ 4.6 ～ 5.5 8.6 冊 約６割であったこと，貸出冊 (具体例として，本のリクエスト制の実

書 ～ 6.5 ～ 7.5 ～ 8.5 ～ 数が極端に少ないクラスの改 施，図書委員の図書館便り作成，委員会

善ができなかったこと，が原 の回数増加とか）企画を実施する。

因である。

４４４４ 生徒指導生徒指導生徒指導生徒指導のののの徹底徹底徹底徹底 遅刻防止指導の 生 遅刻者を１日平均８名以下にす 15～ 14 10 6 2 昨年同様，２学期後半から 遅刻防止指導の充実では，評 指導方法を工夫するとともに，遅刻が

充実を図る。 る。 Ｂ 約１０名 ～ 11 ～ 7 ～ 3 ～ 0 増加し，目標を達成すること 価が B になっているが，人数 ５回以上の生徒には家庭に連絡し協力を

①面接等により生徒一 徒 人 ができなかった。 は 10 名ということであるの 得る。

人ひとりの理解に努め， で，指導の効果は挙がっている

生徒の心に響く生徒指 悩みを持ってい 不適応生徒がいないか，年３回 3 1 3 5 担任や学年主任と相談し， のではないか。ただし，遅刻す プライバシーの守れる相談室を確保し，

導をする。 たり，特別支援 以上声を掛け調べる。 Ｂ 0 7回 巡回相談や学校カウンセリン ることによって交通事故につな 生徒への教育相談を充実させたい。

の必要な生徒へ 相 ～ 4 ～ 2 ～ 4 ～ 6 ～ グ，保護者との面談を実施し がらないように指導して欲し 引き続き保護者や関連機関と連携し，

②社会の一員としての の対応を充実さ た。 い。 状況の改善に向けて取り組みたい。

自覚の醸成，基本的生 せる。 談

活習慣の定着，交通安 特別な支援が必要な生徒への理 5 月に発達障害の理解と対 早期に巡回相談を依頼し，その結果に

全教育の推進に努める。 解とよりよい対応につながる研 Ａ ２ ０ １ ２ 3回 応についての研修会を実施， 基づいて，個別の生徒の支援につながる

修会を実施する。 ～ 2 月には巡回相談を踏まえて 研修会を来年度も実施したい。

校内委員会を開き，生徒の様

子や対応の仕方について共通

理解を図った。

５５５５ 進路指導進路指導進路指導進路指導のののの充実充実充実充実 長期休業中の 長期休業中の補習の内容に満足 50 70 80 １，２年次の長期休業中の 補習に満足度について，どの １，２年次は来年度も引き続き生徒の

有効活用を推進 進 していると答える生徒の割合を Ｃ ６０％ ～ 85 ％ 補習は１コマ６０分とし，英 ような点に満足しているのか， 集中力が持続しやすい６０分 1 コマと

①キャリア教育を推進 する。 75％以上にする。 49 ～ 69 ～ 79 ～ 84 ～ ・数・国の３教科を毎日実施 今後のアンケートに入れたらよ し，英・数・国の３教科を毎日実施する。

し，生徒が自己の在り 路 するように改めた。また，３ いのではないか。 ３年次の補習についても実施教科のバ

方生き方を考え，主体 年次の補習についても実施教 ランスを考慮して行う。また，生徒のモ

的に進路を選択できる 科のバランスを考慮し補習の チベーションを上げるため，各教科と連

よう支援する。 あり方を見直した。 携をとり模試や入試問題も交えるなど内

容についても検討を加える。
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平成２４年度末 徳島県立阿波高等学校 学校評価(3/3)

担 具体的 数 値 目 標

重 点 課 題 評価項目 評 価 指 標 評価 評価サイクルの検証 学校関係者の意見 次年度への課題と今後の改善方策

当 数 値 Ｄ Ｃ Ｂ Ａ Ｓ

進路に向けた意 進路検討会をのべ５日以上す １学期，２学期にそれぞれ 情報を共有し，効果的な教科指導や進

②生徒個々の資質や適 識を早くから持 る。 Ｂ ５ ～３ ４ ５ ６ ７ 日 ２回，３学期に１回実施した。 国公立大学への進学率を上げ 路指導を行うために，来年度も１学期，

性に応じた３年間を見 たせ，進路実現 ～ 学年及び進路課で個々の生徒 て欲しい。 ２学期にそれぞれ２回，３学期に１回実

通した段階的・系統的 を図る。 の学習の進捗状況について共 施する。

な進路指導を行い，第 進 通理解を図った。

一希望の進路の実現を

支援する。 国公立大学合格者数 70名以上 45 65 75 ＡＯ入試，センターを課さ 早朝補習を 11 月末まで行い，センタ

C ４７名 ～ 44 85 人 ない推薦，センターを課す推 ー対策を充実させる。進路 HR や進路

路 ～ 64 ～ 74 ～ 84 ～ 薦，国公立前期入試の結果が 講演会，個人面談等をとおして，より早

発表された段階での合計は４ い段階での生徒の受験に対する意識づけ

７名である。 を行う。

望ましい進路意識を育むための 生活時間調査の中で行った 「大変満足している」とする生徒の割

取り組み（進路講演会，進路Ｈ Ｓ ８６％ ～ 49 50 70 80 85 ％ アンケート調査では満足した 合がより一層増加するよう，進路ＨＲの

Ｒ活動，個人面談等）に満足し ～ 69 ～ 79 ～ 84 ～ とする生徒の割合は８６％だ 内容や面談のあり方等についても検討を

たとする生徒の割合 80％以上 った。 加える。

昨年より多くの部が全国大 文武両道を高いレベルで達成できるよ

６６６６ 特別活動特別活動特別活動特別活動のののの充実充実充実充実 全国・四国レベルの大会に 12 全国 会に出場できた。特に，男子 全国大会への出場７は大変評 うに，より効率的な活動・運営を目指し

学業との両立を 以上の部が出場する。 ７ 弓道部が団体で選抜大会に初 価できる。四国大会への出場に たい。その上で来年は，四国大会への出

①ホームルーム活動や 図りながら，部 Ｂ ～９ 10，11 12，13 14，15 16 部 出場を果たした。個人種目で ついても数値を上げてほしい。 場種目を増やしたい。

学校行事，生徒会活動， 活動の充実を図 四国 ～ も水泳，陸上でインターハイ

部活動など，望ましい る。 ５ や国体出場を果たした。

集団活動を通して，豊 特

かな人間性や自主的・ 部活動の部長会を年に３回以上 部活動の部長会を４回実施 部長会を各学期２回以上実施し，部活

実践的態度の育成を図 実施する。 Ａ ４回 ～１ ２ ３ ４ ５ 回 した。また，部活動顧問会も 球技大会では，リーグ戦方式 動のさまざまな問題について話し合うこ

る。 ～ ３回実施した。 を取り入れるなどして，生徒の とでリーダーの育成に努める。

活 出場の機会を大幅に増やしてお

②ボランティア活動の 生徒会活動の活 学校祭をはじめとする学校行事 61 71 81 学校祭のアンケートでは， り，大変よい工夫で評価できる。 学校行事への参加は積極的であるが，

充実を図り，豊かな心 性化を図る。 の満足度を 80％以上にする。 Ｓ ９０％ ～ 60 90 ％ 96.4％の生徒が「よかった」 その中で生徒に身につけてほしい資質に

を持つ地域に貢献でき ～ 70 ～ 80 ～ 90 ～ と回答した。また，球技大会 ついて「目当て」をきめて取り組む。

る生徒の育成を図る。 や予餞会の満足度も 80 ％以

上であった。

ボランティア活動に計３回以上 「徳島マラソン」，「土成三 地域のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の参加が，地域再生

参加する。 ０ 1～ 2 ３ ４～６ ７ 回 ヶ寺ウオーキング」，「阿波フ など大学で学ぶことや将来したい職業と

Ｂ ３回 ～ ェスタ」など，地域のボラン 合致している場合があるので，ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

ティア活動に多数の生徒が参 の意味合いを含めて取り組ませるように

加した。 したい。

７７７７ 環境教育環境教育環境教育環境教育のののの充実充実充実充実 「地球環境を守 年間５回実施する。 ５月のゴミゼロの日，６月， 毎回美化委員や野球部員やＪＲＣ部員

る日」を実施す 環 ０ 1～ 2 ３ ４～５ ６ 回 10 月，12 月，２月の地球環 ペットボトル・プルタブの回 が参加してくれた。しかし，２年生より

①校内環境の美化に努 る。 境 Ａ ５回 ～ 境を守る日で，予定通り実施 収等よく工夫し努力している。 １年生の参加が少ないので，参加者が増

め，公共心や奉仕の精 した。 加するようにしたい。

神の育成を図る。 厚

②「新学校版環境 ISO」 生 各クラスのゴミ分別評価表を回 ～ 50 70 80 85 ％ 毎月の分別評価表の記録で いつどこでもごみの分別ができるよう

等環境問題に取り組む ゴミを分別す 収し，できている割合を 80 ％ 49 ～ 69 ～ 79 ～ 84 ～ は教室内の分別はほぼできて に一人一人の意識を高め，85 ％以上に

態度と実践力の育成を る。 以上にする。 Ｂ ７４％ いる。外周りのごみの分別が なるように努力したい。

図る。 できていないことがあった。

８８８８ 防災教育防災教育防災教育防災教育のののの推進推進推進推進 救急処置法を身 職 教職員対象の救急処置の講習会 救急処置法については，予 器具が少ないので，練習できる人数が

につける。 員 を実施する。 定通り実施した。 ＡＥＤが常に誰でも使用でき 少ない。練習をやった人と見ていただけ

①防災計画を見直し， 研 Ｂ １回 ０ １ ２回～ るようにして欲しい。 の人とでは，実際の場では差がでるので，

学校防災体制の整備・ 修 次年度には，器具を借りて全員ができる

充実を図る。 よう努力したい。

防災計画につい 生 防災計画についての研修，防災 防災関係の HR や避難訓練 引き続き中消防署と連携をとって避難

て職員間で情報 徒 訓練を年に３回以上実施する。 Ｂ ２回 ０ 1～ 2 ３ ４ ５回～ を実施し防災に対しての意識 ・消火訓練を実施していきたい。

を共有する。 を高めることができた。 また，訓練を通じて技術を習得できる

ような内容にしたい。


